










































































































































































































































































































































   各視点のグループには以下の内容に関する資料
を配付する。 
   ・環境・・・世界における環境問題 
   ・安全・・・製品事故と欠陥 
   ・経済・・・コストパフォーマンス 







































































































６）三宅なほみ（2016）「第 1 章 『協調学習』の考え方」三宅なほみ・東京大学 CoREF・河合塾編著『協
調学習とは－対話を通して理解を深めるアクティブラーニング型授業』北大路書房 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ さまざまな視点から試作
品の改善点を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の振り返りを行う。 
 
〇 今後の学習活動につなげたり，技術と生活や社
会のつながりを考えたりすることができるよう
に，以下のことを伝える。 
「各側面は１つのみを重要視すると，ほかの側面
がないがしろになるおそれがあり，各視点のバラ
ンスを考慮して，折り合いをとっていき，最適な
解決策を考えることが重要である。」 
 
４ 本時の活動を通して得た視点をもとに，試作品の
改善点を考えることを指示する。 
なお，本時で学習した内容だけでなく，これまで
の自分の視点（１の活動）も合わせて，総合的に考
えることを促す。 
 
 
 
 
５ 本時の学習からわかったことや気づいたこと，考
えたことを記述することを促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
思考・判断・表現 
 さまざまな視点から比較・
検討を通して，自分が製作し
た試作品の課題を明確にし，
適切な改善点を見いだすこと
ができる。 
（ワークシート，スライドの
内容） 
図５ ジグソー活動でまとめた製品の評価のポイント 
－ 86 －
技術 ６
